
VNETプラスのセットアップ version 4

１．はじめに

この資料は VNETユーザ登録を終えた人が、VNETプラスを利用できるようになるまで

の手順を示しています。VNETユーザ登録者は、ネットワーク管理者となってクライアント

PCやサーバなどの終端通信装置（以後単に通信装置）に VNET IDを付与し、通信グループ

に分離します。通信装置の利用者（以後エンドユーザ）は VNETプラスをンストールして

ログインします。

２．VNETユーザの作業

以下のサイトにアクセスしてください。

https://ntm200.com/users/login

VNETユーザ登録で取得した VNETユーザ名とパスワードによりログインしてください。

デフォルトで通信グループ定義画面が表示されますが、最初は何も表示されていません。

2.1 通信グループの登録

通信グループの登録タグをクリックしてください。

エンドユーザは 1つ以上の通信グループに入る必要があります。通信グループ名に制約

はないので自由に名前をつけてください。

新バージョンでは最初から Group1という名前の通信グループが定義されています。これ

をそのまま利用しても結構です。

用途欄はオプションです。メモ

欄としてご利用ください。

通信グループ名に制約はないので

自由に名前をつけてください。

「登録」をクリックすると、登録したグループ名が

グループ一覧に表示されるので確認してください。



2.2 VNET IDの登録

次に通信装置の VNET IDを登録します。「VNET ID登録」をクリックしてください。

ここで決めた VNET IDとパスワードは、該当するエンドユーザに通知する必要があります。

同様にして、すべての通信装置の VNET IDを登録してください。

VNET IDは 3個まで無料で登録できます。

発呼（通信開始）と着呼（通信の待ち受け）の許可設定ができます。サーバは着呼のみの

ことが多いので、発呼を禁止することによりセキュリティが向上します。また、発呼側に

しかならないクライアント PCは、着呼を禁止することによりセキュリティが向上します。

デフォルトでは発呼と着呼ともに許可となっています。よくわからない場合はそのままと

してください。



2.3 通信グループの定義

最後にこれまでの設定を確認します。「通信グループ定義」をクリックしてください。

縦軸に登録済みの VNET ID、横軸に登録済みの通信グループ名が表示されています。VNET

IDと通信グループ名の関係が想定通りになっていることを確認してください。

記述内容に誤りがあったら「編集」をクリックして修正してください。ただし、VNET ID

は変更できません。もし変更したい場合は、一度削除してから再登録してください。

通信グループが正しく定義されていることを確認してください。同じ通信グループでな

いと通信はできません。チェックを入れたりはずしたりすれば変更が可能です。

確認が終了したらネットワーク管理者の設定作業は終了です。ログアウトして終了して

ください。



３．エンドユーザの作業

3.1 ダウンロードとインストール

利用する通信装置に VNETプラスをダウンロードしてください。以下のサイトから対応

する OSをクリックしてください。ここではWindowsのインストール方法を示します。

https://ntm200.com/users/download

Windowsのタブをクリックするとすぐに VNETInstaller.msi がダウンロードされます。

ダウンロードフォルダにある VNETInstaller.msiを起動すると、VNETプラスのインストー

ルが始まります。指示に従ってインストールを続けてください。VNETプラスのインストー

ルはすぐに終わります。

続けて YogaDNS(*)のインストールが求められます。こちらも指示に従ってインストール

を継続してください。インストールが全て終わると VNETプラスのアイコンが生成されま

す。アプリケーション一覧の中に VNETプラスが表示されますので確認してください。ア

イコンが見つからない場合は検索欄に VNETと入力してみてください。

途中で vnprojectwindowのアクセス許可を求められたら許可してください。

(*) YogaDNSはVNETプラスを実現するための機能の一部として利用しているアプリケー

ションです。インストールさえできればよいので設定作業は不要です。インストール完了

後閉じても大丈夫です。YogaDNSが単独でバージョンアップを要求してくることがありま

すが不要です。要求された場合は Disable product update checkにチェックを入れて Noを選

択してください。

VNETプラスのアイコン



3.2 VNETプラスのログイン

VNETプラスのアイコンをクリックして立ち上げてください。以下のような入力画面が表

示されるので必要な情報を入力してください。

VCRUNTIMEが見つからないという表示が出てログインできないことがあります。この

ときは Visual C++（64ビット版：X64）をインストールすることにより解決します。

(通信装置のユニーク IDと VNETユーザ名)。



3.3 パスワードの変更方法

必要に応じてパスワードをエンドユーザだけが知る内容に変更してください。

STOPをクリックして一度 VNETプラスを終了させてください。現状のパスワードを入力

して「パスワード変更」をクリックすると、以下の新パスワードを入力する画面に遷移し

ます。

新パスワードを入力して登録をクリックしてください。パスワード変更の確認ポップア

ップが出るので OKを押下してください。新パスワードで再度ログインできることを確認し

てください。

ここで、「VNET IDをこのデバイスに紐づける」にチェックを入れると、ご利用中の VNET

IDがこの通信装置に限定されるようになります。すなわち、通信装置を保持し、かつパス

ワードを知っている人だけがログインできるようになります。認証条件が増えるのでセキ

ュリティが向上します。ただし、別の通信装置からログインできなくなるので注意してく

ださい。

以上で VNETプラスの準備は完了です。

［留意事項］

同じ VNET IDのマシンが同時に立ち上がっていると動作の保証ができません。同じ VNET

IDを複数のユーザーが使い回すことは避けてください。



４．動作検証

4.1 VideoMeeting

VNETプラスが正常に動くことを確認するため、VideoMeeting（VNETプラス上の独自ア

プリ）を使います。

①VNET起動画面の VideoMeetingをクリックしてください。

② VideoMeetingの画面が立ち上がります。ここで VNET IDとパスワードを再度入力して

ログインしてください。VideoMeetingは VNETプラスとは独立したアプリなので再ログイ

ンが必要です。この作業は最初の 1回だけです。



③ 下記画面に遷移して通信グループ名が表示されるのでクリックしてください。

④ 「入室しますか？」とポップアップ表示されるので「OK」をクリックしてください。

⑤ 2人が入室すると下記のように会話ができます。ボタンの説明は以下の通りです。デフ

ォルトでは音声、ビデオともオフなのでマニュアルでオンにしてください。TV会議用サー

バを使用せず VNETにより直接の通信をします。4人程度であれば問題なく会議ができます。

映像オン/オフ
退出 音声オン/オフ

画面共有



4.2 その後の確認

VNETプラスで何ができるのか、どのような手順で確認すればよいのかは下記サイトを参

考にしてください。このサイトは随時更新しています。

https://vnet200.com/posts/procedure/

Windowsのファイル共有の経験がある方は、「1. Windowsファイル共有をインターネッ

ト経由で実現する」を試して見てください。


